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はじめに

昭和60、61年度の2ヵ年間にわたって進め

てまいりました加茂東部地区造跡詳細分布訓

査が予定どおり終わり、このほどその報告甚

をまとめることができました．加茂東部地区

国苦総合農地開発事業に備えて、あらかじめ

地域内の逍跡分布状況を把握しておくのがこ

の調査の目的ですが、 1, 044haに及ぶ広範囲

な地域であるだけに、現地調査や査料整理な

どで、従事者延ぺ 560人余、調査日数約70日

間を数えております。すでに周知されている

遺物包含地をはじめ、城館址、 石塔、 寺院址、

塚などを約 130地点で調査、はるか原始のこ

ろから中世・近代へと幅の広い時代区分とな

っており、七谷地域における遺跡の分布図は

さらに厚味を加えたことになります。東部地

区開発事業は郷土の生いたちを探る好機でも

あり、学術的にも貴韮な数多くの査料を得る

ことができました．

雨天や猛暑の中、訓査にあたられた諸先生

方をはじめ、聞き取り調査での情報提供や現

地の案内などいろいろご協力をいただきまし

た地元の皆様方に厚く御礼申し上げ、発刊の

こあいさつといたします．

昭和62年3月

加茂市教育委員会教育長

小林知 ―



例 呂

1. 本丼は新潟県加茂市内における、加伐束部地区国営総合農地開発市業の計画に伴う迫跡

及び石造物等の詳細分布訓査の報倍甚である．

2. 当開発が、農地、山林を含む 1,044haに及び、且つその法線の把握が難しいため、当訛l

査においてはその開発予定地域周辺を含めて調査範囲とした．

3. 訓査は加茂市教育委員会が、東部開発地域内追跡詳細分布調査団を結成して実施した．

4. 甑l杏は昭和59年度の準備企画に始まり、 60年度には西山、宮寄上、及び高柳地区の調査

を行い、 61年度には大谷、 土倉、長谷及び黒水地区の訓査を行った。

5. 調査は周知の遣跡（既存の遺跡）の再確認をはじめ、遺物包含地、山城、館趾、要害、

塚、中世石造物、近世石造物を範矯とした。

6. 調査に当たっては調査団員が三班を編成し、担当の地域を同時に踏査し、その結果を持

ぢ紆った。

7. 本書の記載について、遺跡等の位涵閲は特に記入のないものは5000分の 1である。また、

説明事項は、 l'加茂市における既存の遺跡ぬ；・V遺跡の種類；：3: 遺跡所在地~:-: ~翠遺跡の

立地；5箔跡の規模冤範囲；或いは遺構．＄も出土遺物または石造物等の形態，と:7:::遺跡:'.,:

遺物等の時代、8所有者または保管場所：；—:9,・参考文献/':::'10備考、である。本文ではス

ペースの関係上これらを省略した。

8. 1のNaのない逍跳は当分布調査によって発見、または取り上げられたものである．

9. 石造物等の計測は、 〈高さ〉 x〈幅〉 x〈原さ〉の順であり、欠損または土中に深いも

のは数値を括弧内に入れた．

10. 本書の編集に当たり山城関係の うち薬師山城址に関しては県教育委員会の原図を基にし

たが、その他は不備な点もあるが総て調査員の原図によるものである。

11. 遺物．理、図面作製、編集作業は調査員の援助のもとで杉本恵子、佐藤正子が当たった。

12. 本忠作製の他、埋蔵文化財包蔵地囮査カードを作製し、60年度調査結果についてはすで

に提出済みである。

13. 本書では予3?:の都合上挿団及び図版説明等を省略した．

14. 本書の執筆はIを小柳賜ー、IIを長谷川昭一、 m及びIVを川上貞雄が担当した．
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I 調 査 に 至る経緯

)JU戊市街地から}JI)茂川沿いに遡って約6klll<l)地点に狭口地区がある。その名のとおり両側

から山が迫り、わずかに加茂川と県道のみが通る、地形が狭まったところである．

狭口を過ぎると視野は一・・!.f.に拡がり粟ヶ岳を中心としたヒ谷地区の山脈が展開する。旧

中涌原郡七谷村で、七つの谷あいに仕洛が散在している。県道の行きつく所は粟ヶ岳(1,293 

m)であり、村松町や卜田村方面へ通ずる道路はあるが、四方を山岳に囲まれた地埋的条件に

からんで幾多の文化的迫性が分布し、紺承されてきた 0

粟ヶ岳山脱にある水源地ダム建設 r:~i,では縄文土器や石器類が出土しているし、昭和60年

度に発掘した黒水地内国迎 290号線の工・J;では純文後期の追構や石箆、土器類も確認されて

しヽる。

中世のころの城能拙も七谷地域に散在し、それにまつわる伝承も数多くあって興味をそそ

る。まさに、歴史のロマンが数多く秘められている地域であると言っても過言ではない。

同地域の面積は 80.68knf.昭和29年11月、加戊市と合併時に 4,700人余を数えていた人

口はその後漸絨を続け 3,300人余に洛ち込んでいる。かつて盛んであった林産、薪炭、製紙、

晟業は時代の変沼とともに衰退し、若年附の流出や地成外への就労者が増加した。

山岳地帯であるだけに、農家 l戸当たりの経営耕地面積は 0.7haで、加茂市須田地区の1.6 

Ila、下条地区の 1.5haなどと比較して地域差は大きく、股業所得の低さは当然否めない。

効率のよい農業経営を目ざし、地域の活性化に結びつけるために浮上してきたのが東部憐l

発事業である。計画面積は 1,044ha (裟地開発 715ha、土地改良 329ha)で、地域内を結ぶ

環状蹄線の整備や、総貯水屈 290万トンの股業用水ダムを建設する大規校なプロジェクトで、

宮寄上、上高柳、上大谷などの奥地山岳地帯を除く七谷地区のほとんどに開発計画のアミが

かぷせられた。市内では有数の埋蔵文化財包含地である七谷地域であり.,m発事業沿手の前

に遺跡の分布状況調査に取組んだ．

調査にあたっては県文化行政諜から数々のご指西をいただくとともに、東部l井］発事業の主

管課である市典林課と事1iii協誠を十分に行いながら計画を検討した。

なお、 2年間の調査に要した事業費は 418万円で、このうち 238万円が国県補助で充当さ

れている。 2年間にわたった調査の努力が実って 、七谷地域の史実がいっそう明確化された

ことは喜ばしい限りである。
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lI 調査地域の自然環境と歴史的環境

(1) 自然環境

加茂東部地域は、新潟県のはぼ中央に位沼する加茂市の東南祁にあって、信濃川水糸力II茂

)IIの上流流域に発達した山間の集洛で、ヒ谷地俣 （旧中涌原郡七谷村）に底すり周辺は中iiii

原郡村松町、南甜原郡下田村、加茂市の下条と侠□地区に楼し、市街地から地区の中心部下

高柳集洛まで約10kmO)距離にある． 面積は約81k rdで加茂rl了全休の約61%を占めるが、 その

約84%は山林で耕地は約5%にすぎない。

地区のr¾Jから束にかけては、 古世J州の岩石を某偲と した粟ヶ 岳、権ノ神岳、 白山など千メ

ートル級の山々が屏風のよ うにそびえ、それから北西部に向って新三紀に形成された50~400

mの丘陵地帯がしだいに揉高を下げながら広がる．丘陵地帯の地/jijははは'.10-~40炭傾斜の単

斜構造を示し、世界的に知られている七谷層の灰色泥岩 ・土倉火山角硫岩及び西山層泥岩の

分布地帯である。粟ヶ岳(1,293mlに源を発し地区を南東から北西に貰流する加茂川とその支

流が谷をつくり、それに沿って13の集落と耕地が散在する 。加茂川本流と高柳川流域は河JI/

の氾濫によって形成された蹂層が中心であり、大谷川、西山川の流域および土念地区は粘土

系の地質である．

気象的には、 年平均気温12℃、年間降期並2400mmだが、周囲が山に囲まれているため"風

知らず＂と 言われるほど風が少なく、特に夏は店温多湿である。冬期の積雪は加茂市内では

群を抜いて多く、放高積雪が3rn近くなることもめずらしくないも 11月に初雪を見、 4月上

旬までの四ヶ月間は雪中の生活を強いられる ．

(2) 歴史的屈境

七谷地域における縄文時代の逍跡の存在は戦前から確認されていた。大正7年発刊の ［中

蒲原郡誌」に宮寄上字興野、下高柳字川1uJ、上高柳字金平、黒水字岩野の4箇所が記されて

いる。戦後、新たに発見された迫蹄や遺物については、加茂市か昭和50年に発行 した 「加茂

市史」で詳細に報告されている 。このうち発掘がされたのは、昭和30年の水源池遺跡と昭和

60年の七谷忠魂碑迫跡の2箇所のみである。いずれも建設工事にともなう一部分の発掘で、

遺跡の全容を知ることができず残念である。水源池追跡からは土器やイロリ跡が出土し、復

元された 3個の土器は市の民俗資料館に展示されている。本格的な発掘調査が行われた七谷

忠魂碑遺跡は縄文中期の配石遺構などで、囮査報告苫が加茂市教育委員会より発刊されてい

る。このほか、タタラ（熔鉱炉）か鍛冶場などの遺跡でないかとされる“カナクソ”の出土

地、 “ランガマ＂と呼ぶ横穴や中世の山城の跡、 古墳らしき塚などの逍跡が前記「中蒲原郡

史」に記述されている。昭和54年に新潟県教育委員会がまとめた新潟県遺跡地図によれば七

谷に23の遺除がある．
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このように七谷の地域に古くから人々が生活をしたことは確かであるが、現在の梨洛のI用

発年代は明らかでない。宮寄上の長洲神社が『延喜式』神明恢に記す長渕神社との説もある

が、同市八幡の長刹神社との関連で判然としない。その後七谷の集落は菅名荘と青海荘の荘

域に含まれていたが、その境界は明研にできない。なお、大正時代からこの地が紙屋荘であ

ったといわれていたが、その後の研究によって紙屈荘は三島郡越路町付近の荘閑であったこ

とが明らかにされている．南北朝期に越後の南軍と北軍が菅名荘（村松）金沖保（新律）あ

るいは加茂市陣ヶ峠などで戦ったことが l越佐史料」に見える。この頃、新田義宗が宗良親

王を奉じて各地を転戦したが、岳山城や高柳城が新田氏ゆかりの城という伝説がある．

疫長3年(1598)翌臣秀吉は上杉穀勝を会注に移した．七谷郷はこの時から究永16年(1639)

まで村上藩の領地となり、 “七谷組＂と呼ばれて 一つの行政.!fl.位をなしていた。ただし、下

土企村のみは＂ ；甘名組＂に組込まれて、村上藩の沢臣堀主膳の知行地であったことが「堀家

文古」で明らかである．陵長5年(1600)関ヶ原合戦の前哨戦ともいうぺき越後一揆が起り戦

いはカII茂七谷方面に広がった．’屁永16年安田藩3万石が創立され七谷はその所領となり、正

保元年(1644)領主が村松に移って村松藩と改称され、それ以降硲末まで村松藩領で下土倉を

除いて七谷組として黒水村にあった大庄展の支配下にあった．この間、宜文10年(1670)から

2年間総検地が実施された結果、大谷村が上・中・下の3ヶ村に、高柳村が上・ 下の2ヶ村

に分離されて、現在の大字に対応する村の構成が成立した。明治維新に下土倉村が七谷の行

政区域に加わり、明治22年(1889)中蒲原郡七谷村となり、昭和29年11月に加茂市に併合され

て現在に至る．

江戸時代以前に起源をもつとされ、かつては県下妓大の生産録を誇り七谷の主要産業であ

った和紙の生庄は、現在 1戸が細々と伝統を守っている。宮寄上地区の鉛鉱山は江戸時代中

期の開鉱で佐渡金山の栢錬にも使用されるなど硲末期に活況を呈 したが、明治初期に廃鉱と

なった。
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（新Lil必宗ー..族の.iU 10!!. 点山寺の石培群

73. 小乙鉱1.1.J

74. 爪切り不動-~

75. 小乙の宝餃印塔

76. 広IJIのfit?;群

77. 宝桝！守の石塔群

78. 栗師堂の宝荻印塔

79. IUJ-1地の石塔残欠

80.'行の谷地供孜塔

81. =. 柱神社供荘塔

82. -: 柱神社石塔群

83. 岩野原の/Jf.111塚

106. 肋 l団の庚t11塔

107. 舒卯寺の石塔

108. jJ叫 lのl.ktit塔

109. 賢叩—、'i'l"IIiりの石塔群

110. I印印 、'i'11輝jO).f"j造物

111. 谷泉—、'r のイ i塔群

112. 滉：ヶ岳神社のイi塔残欠

113. 11限地蔵芍

114. しー！り1のイIJ1i fff. 

11 !J. "J.L山のJJltl1塔

11G. 茂野家の山の神栢l

84. :;;,:; 打ドの石塔群 117. トリアゲの地成l'i-

s~. ,;uu Ito)寒念イJ、 118. 丸山のJ鋲

8G. あきどおりの地ふ知"r.'l-119. ナメ坂のJ~

87. Ill lの地成~: 120. 中人谷の石同

88. 金:!!¥様 121. 旧街迫と花,.,帥

砂、！為越の不動~~: 122. -I・□神社の石塔群

90. 、1:.:) 越の地成~- 123. ;. 酎ll神

24. 布生津追跡

加．店里fJ原D追蹄

26. I. 黒水迫跡 b9. 上黒水]号~ !l1. ・L'. 様 12/4. IEl ~i!. il翡丸O)Tit行

J25. '. ーヤ生院跡27. 川111I迫跳 60. 上黒水2号塚 92. Lil中の地成祁

n. 諏訪神社前迫跡 61. 谷地Illの塚 93. 稲柑神社の石造物 126. 本都寺の石塔

29. 賢型寺跡 62. 寺ドの恥群 94. J::.. 大谷の石塔群 127 . ...:..1.d:ii「'り山の袋址群

30. 寺射敷跡 63. ti'ノ谷地の塚 95. 金平の石仏 128. 上mの石塔群

31. 8-桝！寺跡 64. 笹潤の）呆 96. 湯殿山碑 129. 朴坂の/,it111t苔

32. なかん沢沼跡 65. かご掛松の塚 97. fJfj'(oO)月t1t1 t苔 130. 六部塚

33. 石h!!II屈敷追跡 66. 行 Jj 98. 御1Fiiti'水の石造物 131. その他の逍物
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1 山王原追跡

2 氾物包含地

3 1ヽ・高柳字山上原 420~425

4 }JU戊}I[も作のIV-!西向き台地上．

現況は畑地で背後は丘陵斜而、

＇前面は低地の水 l!-1である．

5 約50X50m 

6 ナイフ型{i器

7 先土謀時代

8 高柄打二氏所蔵

10 昭和J9り地主笠原浩二氏が採

集したものい

- 8 -



2 下土倉遺跡

No 1 

2 遺物包含地

3 下土倉字中の倉628他

4 村松町に近い山税の台地。深

い沢の奥部に張り出した平坦

地で現況は山林である．

5 60X 70m 

6 縄文土器

7 縄文時代前期～中期

8 )JU茂市教育委員会， 「}JU茂市史（上）」

10 村松町渡辺渡氏の所有地.fJl 

藤景[I出氏によって発見された．

別名かまの口遺跡。

~ 
バ~J,\_, ，． ．、で,,.-:--
、. . ~ ,,.,..、

,,,,.—~- / ーゞ

，
 



3 岩野原A遺跡

1 ぬ 9

2 遺物包含地

3 煤水字岩野原 27~- 1 -~296

4 染師11Ji西方に11がるIぶ大な台

地の一画。現況は畑地。

6 縄文上器、石器 ({i鏃）

7 縄文時代中期

8 加茂市教育委員会

9 「加茂iii史（上 ）」

10 桜井丈作氏の畑を中心とする

地点

4 岩野原B追跡

1 Nn 10 

2 遺物包含地

3 黒水字岩野原 361-1~361-130

4 薬師山西方の山藉台地で加茂

川右岸段丘上に当たる畑地．

6 縄文土器、石器（磨製石斧）

7 縄文時代中期

8 加茂市教育委員会

9 「加茂市史（上） 」

·~ 
~
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ん

“
、
シ
~，`
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5 岩野新田A遺跡

2 逍物包含地

3 宮；{}:J:.字・長洲1157-1.6.14、15、

1091、 1093-1,2 

4 ill麗台地上．畑．

5 東西90m、南北40m

6 縄文土器 、イi器 （不定形ス ク

レイ Iゞ ー、.r,IJJ,)

7 縄文時代•-1-1 期～後期

8 }JU茂市民俗沢料館
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6 弥次郎逍跡

1 Nu8 

2 遺物包含地

3 宮寄上字長瀬1095

4 加茂川右岸の河岸段丘上． 畑，

5 東西10m、附北20m程

6 縄文土器、石器（石鏃、スク

レイパー、く ぼみ石 、剥片）

7 縄文時代中期～後期

8 加茂市民俗貨料館

9 「加茂市史（上 ）」

10 別名‘勇次郎遺跡＂． 位酋図

は次ページ参照．
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7
 

岩野新田B遺跡

2

3

 

！） 

6
 

8
 

遺物包含地

宮寄上字長洞1157-1,6,14, 15、

1091、 1093-1,2 

加伐川右岸のや1痒段.ti上． 畑，

1H北30m、東西50m程

縄文土器

紐文時代

加伐市民俗打料館
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8 岩野遺跡

2 遺物包含地

3 宮寄上字岩野1122、 1123-2

1093 

4 加茂JI¥右岸の河岸台地。畑及

び宅地。

5 畑地は20X30m程である ．

6 石器（磨製石斧）

7 縄文時代

8 加茂市民俗衣料館

9 位消図は前ページ参照。

ー5 
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9 牛ヶ沢遺跡

1 No 2 

2 迅物包含地

3 芍i窃_}_字牛ヶ沢1894~1898

4 )JII茂川左作の山苑台地上。 畑．

6 純文土器

7 縄文時代

9 「)lll茂市史（上 ）」

10 戦後の山村開墾時点で土器を

検出したというが、その所在

が明らかでない c

- 15 -



10 牛ヶ沢B逍跡

2 遺物包含地

3 宮寄上字広田1999-2、2568~

2569 

4 山骰台地の畑．

5 60m四方程と推定される ．

6 縄文土器、剥片（フレーク）
會

7 縄文時代

8 加茂市民俗資料館

-2 

＼
 

L.. I I 
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11 水源池逍跡

1 No. 2 

2 集洛址

3 宮；{f _l. 字長瀬 (DIの畔）

4 山純、河洋段丘．現況は大祁

分がダムの湖底となった．

b 範囲は lOOx 300m程

6 縄文土閤、 石器（石斧、くは'

み石、石i棒）、石糾炉t.tl:

7 縄文時代中期

8 JJn茂Tli教育委員会

9 「加茂市史（上 ）」

lふるさと歴史散歩J

「加茂・,nの文化財」

10 昭和30年 8月」；水道水源とし

ての貯水ダム建設中に発見し、

一湘が立会い記錢された．

―-17 -



12 松ヶ沢逍跡

1 No. ら

2 遺物包含地

3 長谷字昂ノ下25-1

4 薬師山北隠の山競に近い緩斜

面の台地．

6 縄文上器

7 縄文時代中期

8 加茂市教育委員会

9 「)Ill茂市史（上）」

10 玉木金次郎氏が畑の耕作中に

発見した．

- 18 -



13 釜皐遺跡

1 Na ;J 

2 遺物包含地

3 上裔柳字金平64 他

4 Ll1純末端の南向台地上の畑、

水田、及び一部山林に広がる

と推定される。高柳）If右昨の

河痒段丘。

5 90m四方

6 縄文土器、 石器（條石斧、礫

器、石IUl、他）

7 縄文時代中期

8 加茂市民俗狂料館

9 1 hn戊,ti史 (1::)」

- 19 -



14 広EEIA逍跡

2 遺物包含地

3 宮寄上字広田2368~2399、

2558~2563 

4 山麓の北東向き舌状台地．

5 ,10x 60m 

6 フレーク． 
7 縄文時代

8 加茂市民俗資料館

,
 ／
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1~ 広田 B追跡

2 逍物包含地

3 宮寄上字広田2753~2757

~ JJII茂川左岸の河岸段丘。北削

きの台地畑。

5 60m四方程と考えられる．

6 縄文土器

7 縄文時代

8 加戊市民俗査料館

10 広田A迫跡とはかけはなれた

位置にある．
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16 ヒ谷忠魂碑追趾

Nu 1 I 

2 祭氾迫跡他

3 黒水字丸1117!>6-1他

~ JJn戊川左芹の河i¥1段斤:L公

園及び畑地．

!i 70X 100m ,i~ 石 I:肱、集石

刃携他

6 縄文上器、石器（石鏃、石斧、

™~ 犬石斧、石箆、森料、くぼ

み石、而取石、他）

7 縄文時代中期～後期

8 /JD伐市教行委員会 波塚闘太

郎氏

9 「七谷忠魂碑遺跡J

「}J111'.Ji;1行史（い 」

10 昭和60年、国辺改良工'ffにff

い一部の緊急発掘洞査がおこ

なわれた．
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17 三場A逍跡

2 追物包含地

3 宮寄上字三場 188----19卜子 、

174、175-1、67-3、及び南

側隣接地

4 加茂川右岸の段丘上。,iii句き

の畑、水Ill.

5 約90m四Ji

6 石器（競石斧、不定形スクレ

イパー フレーク）

7 純文時代

8 加伐市民俗打料館
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18 三場 B遺跡

2 遺物包含地

3 宮寄上字三場71、72、2535~

2539 

4 山麓台地、南l句きの緩斜面。

現況は畑、山林．

5 20X 70m程と推定される．

6 石器（スクレイパー、フレー

ク）

7 縄文時代

8 加茂市民俗資料館
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19 三場C逍跡

2 遺物包含地

3 宮奇上字三場70、90、91-1

4 加茂川右岸の河岸台地。南西

に張り出した南I句さの緩斜面

の畑地．

5 SOX 50m程と思われるが、な

おも東側に広がる可能性あり。

6 石器（スクレイバー、フレー

ク）

7 縄文時代

8 加茂市民俗資料館

5
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20 岩野原C遺跡

2 遺物包含地

3 黒水字岩野 233-2、 236-2、

237-1,2、238-1,2、239、

239-2、240-1、241-1,2、

242 

4 加茂川右岸の段丘上．いわゆ

る岩野原台地の麓に当たる宅

地内．

5 不確実だが60x80m程が考え

られる。

6 縄文土器、石器（石鏃、スク

レイパー、くぼみ石、面取石、

他）

7 縄文時代後期～晩期

8 加茂市教育委員会

10 採土工事により周辺の各地に

客土され、あちこちに遺物が

分散している。現在でも多筵

の遺物が散在している。
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21 田中屋敷逍跳

2 遺物包含地

3 .l大谷字鳥越 370・1~376

4 山麓に続く丘陵上。畑地．

5 100X 200m 

6 スクレイパー、フレーク

7 縄文時代

8 加茂市民俗資料館

□—□―り
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22 蚊口太遺跡

2 遺物包含地

3 中大谷字升沢 339---...345

II 字蚊口太 329~337

4 山麓に続く丘陵端．畑地。

5 不確実だが60m四方程と考え

る。

6 縄文土器

7 縄文時代

8 加茂市教育委員会

10 田中屋敷遺跡の両西 250m•

- 29 -



23 刈干場遺跡

2 道物包含地

3 宮寄上字小俣2597-----2604

2707~2718 

4 山苑台地、北向きの舌状台地

の端部。現況は山林．

5 SOX 60m 

6 石器（磨製石斧、蹂石斧、ス

クレイパー、フレーク）

7 縄文時代

8 加茂市民俗資料館
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24 :~'i-i: 生沖逍跡

2 箔物包含地

3 中大谷字草生津 436-~438

4 大谷川左岸の段丘上．畑。

b 約30x40m

6 フレーク

7 縄文時代

8 加戊市教育委員会

10 近世石造物 1基あり ．
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25 岩野原D遺跡

2 遺物包含地

3 黒水字岩野 306-1-----310

4 山麓台地．いわゆる岩野原台

地の北側平坦地。現況は畑．

5 約50X90m

6 石器（くぼみ石）

7 縄文時代

8 加茂市民俗打料館
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26 上黒水追跡

2 遺物包含地

3 上黒水字沢通1622
，， 西山川左岸の河岸段丘上．畑．

6 石器 （蝶若、くぼみ石、他）

7 縄文時代

10 現在では明硫な地点が把握で

きない。
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27 川111J追跡

1 No 12 

2 遺物包含地

3 下高柳字川向 844

4 加茂川左岸の河岸段丘上。山

林．

5 不詳

6 縄文土器

7 縄文時代後期

9 「新潟県史路名勝天然記念物

調査報告甚第七集」

「加茂市史（上）」
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28 諏訪神社前逍跡

2 遺物包含地

3 宮寄上字小乙 414-2、 420-

甲子、 421~422 、422ー子、

424-1 ~3、425、426-1、

427 ~429、298

4 小乙}II左岸の台地。現況は水

田、池泉。

5 南北60m、東西80mほど。

6 石器（石箆、篠器、石皿、フ

レーク）、須恵器系中世陶器

（ば鉢｝

7 純文時代、室町時代

8 加茂市民俗資料館

10 縄文時代と中世の複合遺跡。

隣接して宝生院址あり。その

関述遺物か．

五

一
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29 贅聖寺跡

2 寺院址

3 黒水字沢田2309----2315

4 上黙水背後の崖根上．向へ張

り出した舌状台地．

5 東西15mX南北42mの台地を

中心にして周辺の台地に広が

るものと考えられる．

6 Ji鈷鈴 1、五鈷杵2、三鈷杵

（木製） 1、六器4、花瓶 1、

木片 l、陶製壷（容器）

7 室町時代

8 鶴巻肇氏， 
f加茂r1i史（下）」

10 出土した密教法具の容器は15

世紀以降の所産であるが法具

は13世紀、 14世紀の各時代の

ものであろう。通称“寺山...

- 36 -



30 寺屋敷跡

2 寺院址

3ー中大谷字飯山 442~444

4 西向きの山麓．現況は墓地、

山林．

5 30X 40mの平坦地

6 真言宗東龍寺務といわれてい

る。現在背後の斜面は旧墓地

となり、村の半数程の古い墓

塔がある．

- 37 -



31 普典 、サ跡

2 寺院址

3 I: 高柳字明毛 513~517

A 北l句きの111観．現況は畑．

!, 40X 50m程

6 狐陶磁岩（皿）

7 室町時代後半

9 「加伐,Ii史（下） J 

10 現在下高柳の高籾山苔典寺務

といわれている．
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32 なかん沢遺跡

No.2 9 

2 製鉄遺跡

3 下土倉字中の沢 601-1

4 山麓に近い浅い谷間．

6 鉱滓

8 加茂市教育委員会

9 「ふるさと歴史散歩」

10 鋳物場跡といわれていたが、

現在開発等のため湮滅したと

悲われ確認できない。
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33 石五郎屋敷遺跡

2 製鉄遺跳

3 上大谷字真木ノ入 271

4 大谷川左岸の山麓台地。北拘

きの緩斜面．現状は畑。

5 約20X20m 

6 鉱滓、炉壁

7 古代または中世

8 加茂市民俗資料館

10 一次製鉄址と考えられよう．
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34 御所乎遺跡

2 製鉄遺跳

3 上高柳字御所平1051~106,t

4 高柳城址（山城）山麓の雨向

き舌状台地。現況は畑。

5 60m四方ほどに遺物が散在し

ている。

6 鉱滓

7 古代または中世

8 加茂市民俗：灯料館

10 山城や居館址と当遺跡を関連

づける資料はない。 一次製鉄

址であろう。
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35 たて歴放逍跡

2 製鉄遺跡

3 卜大谷字岩野 593-1--594-1

4 大谷川右岸の山耗。南西へ延

びる尾根の側面。現況は山林。

5 地形等の推測から40m四方と

考えられる．

6 鉱邪

7 古代または中世

8 加茂市民俗査料館

- 42 -



36 岩野古銭出土地

1 Nu 3 1 

2 古銭出土地

3 宮寄上字長瀬1086-1~2

4 加茂川右岸の段丘上。現況は

宅地．

6 唐銭～明銭（開元通宝～永楽

通宝、宜徳通宝）約17kg

7 室町時代

8 小柳利之氏

9 「カII伐市史〈上 ）」
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城 館 址

37 岳山城址 42 木戸口塁柵 47 西ヶ峯城址

38 薬師山城址 43 高柳城址 48 西ヶ楽塁柵

39 石高山城址 44 ド大谷城址 49 西ヶ峯砦址

40 石山城址 45 上土倉城址 50 陣場跡

,,, 出戸塁柵 46 西山城址 51 下屋敷館址

- 44 -



37 岳山城址

1 No 2 5 

2 山城

3 宮寄上字長瀬1555

4 加茂川最上流左岸の険しいrJ」

陵。

6 空堀4条、主郭、腰郭あり．

7 中世

9 「加茂市史（下） 」

「ふるさと歴史散歩J

「加茂市の文化財」

10 西側は長瀬神社の削平によっ

て原形をとどめない．新田義

宗がたてこもり越後北辺の敵

に対した所といわれている．
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38 薬師山城址

1 Nu 2 8 

2 山城

3 黒水字岩野 349

4 加茂川右岸に袋え立つ山頂．

5 二重式空堀を含めて 6条．郭

は大小2箇所に別れ、北方に

主郭を要する．

7 中世

9 「加茂市史（下）」

10 黒水城、虚空蔵山城の別名あ

り。佐々木盛綱の一族長谷修

理の居城という。

- 46 -



39 石高山城址

1 No 2 7 

2 山城

3 ド大谷字虫谷 674

4 歴高 168mの山頂にあり、深

い沢道 (Ill街道）を陥ててJij

側の石山城址と相対する．

5 狭い山陵に16の祁と 3条の縦

堀を見る。

10 
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40 石山城址

2 山城

3 下大谷字岩野 777

4 出戸日北側から加戊川に面し

て延びる狭い山陵。北に旧土

介道、 f-ijに大谷口、西に加茂

街迫を見おろす。北側対岸に

石高山城、南側対岸に木戸口

塁柵と相対する．

5 北西尾根に3条、南に 1条の

大規模な空堀と小郭 1を有す

るが、主郭と思われる山頂は

人工を加えない．

7 巾世

-48 -



41 出戸塁柵

2 要害

3 下大谷字虫谷 677

4 石高山城址南側の中版斜面．

背後は急斜面となる。

5 小沢の頂部に 3条の石積の塁

欄.96m、28m、15mを計る。

7 中世

10 石高山城に関連するものか、

別個の要害か？

42 木戸口塁柵

2 要害

3 下大谷字菅ノ谷地

4 出戸口柑測の山頂直下にある。

北側に石山城址と相対する．

5 南北53mの 2段の土塁を要し

て 306吋の窪地をつくり、北

側には小土塁を有する方形の

堅穴状遺構がある．

7 中世

10 
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43 凶柳城址

1 No2 6 

2 山城

3 上高柳字要古1012 他

4 ~ ,:·;; 225mの山頂から山腹に

かけて沢構が見られる ．

5 最長 104mを測る空堀を主と

し、 6条の縦堀、 273nfの主

祁を始め13fJIIを有し各所に上

砲を見る。その他土橋、穴を

見る．

7 中世

9 「加茂市史 （下）」

10 別名要吝山城、通称御殷LLJ、

城主北JII大学、森岡五郎左エ

r1. 山版に潤前清水あり。山

鏡に潤所乎、下屋敷、番馬田

の地名あり ．

‘‘’ ‘ 
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M 下大谷城址

2 山城

3 上黒水1080-1、1081、1074、

1076 他、 下大谷字住岡1111

-1、1112、1113、下高柳字川

向（または諏訪の沢） 968-1 

他

4 JJn茂JII左岸の栖高 147mの険

しい山頂から山陵、困側眼下

に西山街道を望む。

5 空堀3条、 主郭を含め7郭．

7 中世
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45 上土倉城址

2 山城

3 上土な字入山33、51-1、53、

65、上土倉字上山 220-1、221

222-2、下土倉字イハンカ沢

53、54、61、63、64

4 上土倉東方に窒える峻険な山

陵にあり、眼下に村松ルート

を望む．

5 山頂に近い郭群と尾根先端部

に位冠する郭群とに分離する

が、お計18郭を数える。

7 中世

10 現存の調査では堀跡等の

確認に至っておらず、空

堀を含めてさらに多くの

遺構が発見されることで

あろう ．
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46 西山城址 2 山城 に古い街道跡が遠望される．

3 西山字大柵屋61か甲 5 前後2条の空堀と 3郭を見る、

西山字釜ノ入677 7 巾世

4 西に延びるやや緩やかな尾根 10 西方に陣場、山麓に舞台の地

の中間に立地する。北西前方 名あり。写真は西山城址．

H 西ヶ峯城址

2 山城

3 字黙水1333-1(jil.j祢西ヶ峯）

4 _l:. 黒水部落の西方1100m地点

で揉高 150mの山頂．

5 空堀 1条、 三角形の主郭

7 中ifl:

48 西ヶ峯塁柵

2 要害

3 字黒水 1325 —乙、 1348—子

4 黒水部落の西方 500mの緩や

かな尾根の中腹部に位罹する．

5 空堀2、大小10の郭を見、北

側に広い窪地を有する．

7 中世

10 村要'i~か.Aは土坑遺構であ

る．

49 西ヶ峯砦址

2 山城

3 字黒水1341、1346

4 西ヶ峯城址の北東陵線上約 600m地点に

位置し、峻険な山地である。

5 空堀 1、主郭は特に人工を加えていない。

7 中世

10 西ヶ峯城の出城的存在と思う。
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50 陣場跡

2 史榜

3 西山字見田沢

4 西山川左岸の尾根上、旧西山

街道が直角に曲がる角地前面

に立地する。

51 伝下屋敷館址

2 居館址

3 上高柳字中丸 343-1、344-15、

!>79、580

4 高柳川左岸の河岸段丘．畑．

5 60X60m 

7 中世

10 高柳城主の居館址の口伝あり。

5 特に人工的遺構はないが平坦

地である。

7 中世

10 西山城の出城か。地元の口碑

に残る．
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52 七聖1号塚

1 NQ 3 7 

2 塚

3 下高柳字川向 865-1

4 加茂JII左岸の河岸段丘上。水

田脇に位置する．

5 直径 3.8m、高さ 0.6mの円

形、 0. 7m幅の周溝あり。

7 中世

9 r加茂郷土誌(10)」

「ふるさと歴史散歩」

10 威徳院と称する山伏外七人の

従者の伝承や、後白河l:.皇の

第二王子以仁王の伝承がある。

1号、2号塚は別名江の沢古

墳とも呼ばれている。

53 七聖2号塚

1 No 3 7 

2 塚

3 下高柳字川向 853、 854 

4 1号塚に同じ

5 直径 7.3X 7.7m、姦さ 1.0 

mの円形．浅い周消の痕跳あ

・り．

7 中世

9 1号塚に同じ

10 盗掘により中央部破壊．
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5~ 七聖3号塚

No. 3 7 

2 塚

3 卜科柳字谷地 627-1,2 

A 太占原1JI北側の1LJ苑

5 直径 7.4m、高さ 1.2m. 円

形。

6 頂部に相鯰3、笠 （宝区印塔）

7 中世末期

9 1 号•塚に同じ

10 石造物と塚との1月述は不明。
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55 七聖4号塚

1 No 3 7 

2 塚

3 宮寄上字三場 62-13

4 太古原山西方の尾根の鞍部

5 直径 Gm、高さ 1.4m。円形．

7 中世末期～近世

9 1号塚に同じ

〇 頂部に小砂利多数あり。石経

塚か．

56 七型5号塚

1 No. 3 7 

2 塚

3 下高柳字赤毛 702-2、709

4 4号塚東方の尾根の緩斜面

5 I≪ 径 7.5x8.6m、高さ 1.5 

m. 円形プラン。頂部に人頭

大の石あり．

7 中世

9 1号塚に同じ

10 頂部に直径 2m、深さ 0.4m 

の窪みあり。盗掘穴であろう．

写真上4号塚、下5号塚．
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57 芹沢の塚

2 塚

3 上土倉字芹沢 551

4 沢に面した尾根の甜。眼ドを

街道が通る。

5~ 径 5.5X 6. Om、高さ 1.0 

m、山開にかけて幅 1.5~ 

2. 2mの浅い周溝が見られる。

7 1p世？
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58 灰塚

2 塚

3 下土倉字灰場 584-1

4 山麗台地端

5 直径 4m、高さ 0.7mの円形．

マウンドの上部へ大石2個を

積重ねている。下石径 115cm、

上石径80ca.

10 加茂次郎義綱の茶昆にふされ

た地に所以するものと伝えら

れている．
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59 上凩水 1号塚

2 塚

3 上規水字沢通1106

4 lrl西山街道（沢通道）沿いの

狭い痩I""€根の陵線上にある。

5 北側は沢に向かって一邪崩壊

しているが、直径 4X 4. 5m 

の円形で幅 1.5m、深さ 1.0 

mの周消がある。

10 地元では昔から版の口伝があ

る。 ＇与哀 J.:.l号塚．

60 上黒水2号塚

2 塚

3 上黒水字沢通1106

4 1号塚に同じ尾根の先端部に

ある．

5 残存直径 3.4X 4mの円形．

肉側に深い土坑状の遺楕があ

り、沢につながる．

10 現状では崩壊がはげしく塚遺

楕とは見られないが、地元民

は昔から 1号塚と共に塚との

口伝がある。写真下2号塚．
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61 谷地田の塚

2 塚

3 西山字谷地田 553-6、574-27

~56 

4 尾根先端部、西側に旧街道の

峠道がある。

5 4.0x 4.6mの一辺を測る方

形で、高さは 1.Om. 頂部は

円形を呈す。

6 古銭、石造物基台

7 江戸時代？

10 近年まで3~5甚の塚が存在

していた。これらの内より石

塔、五輪塔が出土したが散逸

した．

62 寺下の塚群

2 塚及び石塔群

3 上高柳字寺下 285

4 高柳川右岸の河岸段丘上で水

田の一角．

5 昔あった塚はその遺楕を消滅

しており、・現在では石塔11甚

が建立する。

6 「 代寒念佛供養塔 "U•~J

「孔寒念佛塔天饂六乙拿● 請中

（略）」 「~寒念佛:舟Dfi]

（人名略）」 「症大乗妙典日

本廻販塔 BB口五口社が」 「北

寒念佛塔玲翌：講中（略） 」

｀寒念佛供養塔雑品昔“

（略）」 「忌庚申塔 9沿和」

「ぷ庚申塔」 f忌馬頭観世音

塔」 「光明塔吐~-」「紺寒

倉供蓑塔 ・:i:;:jj. J 

7 江戸時代～昭和
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63 、社ノ谷地

2 塚

3 下大谷字行ノ谷地 116、117

,1 If. 根中段の広い台地、山林．

b 径 ~ . 1 X 2.8m 、 科さ 0. 7m、

柘円形の円塚、 一部欠壊。

10 一部削平された痕跨あり 。
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64 笹淵の塚

2 塚

3 下高柳字笹淵

4 高柳川の河岸段丘の水田地帯。現況は

畑、雑種地．

5 現在遺構は削平されて不明だが径7~

8m程の塚が存在したと考えられる。

6 空風輪2、水輪 1

7 室町時代末期～

8 加茂市民俗貢料館

10 土取りにより塚は削平されたが、内部

遺楕の残存が考えられる．

!OC!il 
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65 かご掛松の塚

2 塚

3 宮寄上字広田2266、2337

4 標高 240mの涵線上で「殷様

街道」と呼ばれるIE-I道に添う。

5 底辺 5m、頂部 2.5m、高さ

2. 5mの方形である．

7 江戸時代？

10 IB道の（木息地点であったとい

'.). 

66 行塚

2 塚

3 西山字行塚

4 山苑に近い急斜面。現況は墓

地、山林．

5 一辺 4.5m、高さ 2mの甚壇

の上に方丈の地蔵堂宇あり。

その碁壇が塚だという。

6 石造地蔵尊

10 周辺に土取りの痕跳あり、さ

らに調査を要する．

疫柄から西山部洛を守るため

六部が生仏となったという。
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67 広田の塚

2 塚

3 宮寄上字広田2012-1

4 山麓台地端、旧道沿い。現況

は畑、山林。

5 匝径 6m、高さ 1mの円形．

條を多堡に内蔵する。

6 宝医印塔2、地蔵 1

7 南北朝時代、室町時代末期

10 塚の時代は不明であるが宝区

印塔の 1つは南北朝、他は室

町末期のものであろう。
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68 上の田板碑A

2 板碑

3 宮奇上

~ }JU茂川右rサの河t~段丘．臨地

内。

6 山形板碑．下部欠損、 (18.5) 

X22.5X 9.5cm、方形線刻、

天蓋．

7 南北朝時代

10 下部欠損のため種子は不明だ

が天蓋と共に深い薬研彫や突

起額部等古い形態を呈する。

写真上．

69 上の田板碑B

2 板碑

3 宮寄上

4 河岸段丘｀水田内の慕地．

6 山形板碑。突起額部と 二条線

を有し、ヨ種子、 76X31 X 13 

cm. 

7 雨北朝末期～

10 碑面風化によって不明瞭だが

3-..... 4行の文字あり。写真下
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70 中丸の板碑

2 板碑

3 上窃柳字中丸600

4 高柳川の扇状台地．水旧内の

哀地

6 山形板碑．二条線と柄を残す．

50.5X18.2X7.5 C11 (凝灰岩）

7 室町峙代

10 碍面風化のため文字見えず．

当慕地は移転前の普興寺の旧

哀地と伝える．周辺に墓標と

思われる石仏（地蔵葬） 4体

あり．

- 68 -



71 善典寺の石造物

2 石造物群

3 下高柳字笹淵627-1

4 山親の墓地

6 イ．石仏（阿弥陀如来坐像半

肉彫花固岩碩石仏）

ロ．板碑（山形板碑、二条線、

下部欠損、 1か？）

ハ．柑綸（宝餓印塔相輪残欠、

高さ50an)

二．笠（宝医印塔笠部残欠）

7 イ～ハ南北朝時代、二室町時

代
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72 段の平の石造物
（新田義宗一族の慕）

1 No.24 

2 石造物

3 宮寄上字長瀕1208 通称●●段

の平”

4 山麓の狭い舌状台地．墓地．

5 20x30m内に古式の墓塔が並

ぶ．

6 宝簑印塔各部残欠（約10基分）

板碑（山形、二条線）高さ40CD

7 室町時代

9 「加茂市史（下）」

10 ここでは中世と考えられる石

造物を取り上げたが、その他

の石仏・ 石塔等はすぺて江戸

時代のものである．写真上の

宝筐印塔は小規模な塚状マウ

ンドの上に建つ。
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73 小乙鉱山

1 Nu3 6 

2 鉱山趾

3 宮奇上字三場 355、 367

宮寄上字岩野 401~404

4 深い沢の両面．山林．

5 鉱□7、選鉱場等．

7 江戸時代（安永8年）～明治

時代

9 「ふるさと歴史散歩」

10 関連貨科は加茂市民俗衣料館

等にある。
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74 爪切り不動尊

2 石仏

3 宮寄上字長瀬1556-1

4 断崖中股

6 不動明王立像（舟形後背）

33x18X San 

8 嶽山寺管理

9 「ふるさと歴史散歩」

10 位窟団は ≪106嶽山寺の庚申

塔＂参照。

75 小乙の宝医印塔

2 石塔

3 宮寄上字岩野716

4 山麓。路傍の堂宇内に安霞．

6 宝籐印塔残欠．笠、相輪。

7 室町時代～

8 小乙部落管理

10 地先の道路拡幅工事の際出土．

北方に（云宝生院址あり。関述

品か．
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76 広田の石塔群

2 ::r:-; 塔

3 ,e寄上字Iぷ田202か1

4 山麓台地端、 旧追脇。畑。

6 「砒南無阿□□天保三年一月

吉日 」 「迄光明真言OJ

7 江戸時代

10 六字名号塔は土中に深く埋ま

り下部の文字不明。 自然石。
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77 宝典寺の石塔群

2 石塔

3 下大谷字熊ノ沢

4 山観。谷城山宝興寺境内。

6 「刃 Ql°f·~ 」 「弘法大師一

． 
千年忌塔尺~=吋当寺現住栄

仙代」その他笠塔婆形供蓑塔

1、地蔵菩薩8、観音菩薩2,

7 江戸時代～

10 梵字塔アピラウンケンは大日

如来（胎蔵界）真言．
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78 薬師堂の宝医印塔

2 石塔

3 下大谷字岩野813-2

4 山親台地．薬師堂境内．

6 宝医印塔残欠（相輪 1、笠3、

塔身 1)

7 室町時代末期～

10 遺物は堂の周辺から集められ

たものらしい。薬師堂には元

治元年の御神燈一対建立．

79 旧墓地の石塔残欠

2 石塔

3 下大谷字宮の下320-3

4 大谷川右岸の河岸台地。水田

内の墓地．

6 宝簸印塔残欠（相輪 1)• 高

さ43aa.

7 室町時代末期～

10 旧蕊地で比較的古い慕塔があ

り、 当遺物も墓塔として祀ら

れている。
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80 菅ノ谷地供養塔

2 石塔

3 下大谷字菅ノ谷地105-1

4 山純台地。旧街道脇．

5 笠塔婆形石塔 l、松高97C111.

7 江戸時代

10 碑面摩耗で不明、墓標か。位

謹図は前ベージ参照．

81 三柱神社供蓑塔

2 心塔

3 下大谷字岩野591-1

4 1l1筑． 三柱神社境内地、中大

谷集会所脇．

6 笠塔婆形石塔 1

7 江戸時代

8 「加茂郷土誌 (9)」

10 碑面摩耗で不明。位淫図は次

ページ参照。
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82 三柱神社の石塔群

2 石塔

3 下大谷字岩野591-1

4 山麓。 三柱神社境内、 石段脇。

6 r寒念佛塔□年」 「症寒念佛

塔江+Ii• 」 「牝寒念佛塔J

八負寒念佛供養塔彗ぎむ」

「北寒念佛塔 宣●三曼… 」

「 庚申塔□年」 「喜庚申塔

Ma~ 」 「光明真言塔」

「光明真言塔」その他不明塔2.

7 江戸時代～

8 「加戊郷土誌 (9)」
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83 岩野原の庚申塔

2 石塔及び庚巾塚

3 凩水字岩野原

4 山飩の台地.IEI道脇、畑、山

林。

6 イ．方形塚 (5.5X3.5m、

高さ 2.Om) 「庚申塔
文化・ャニ年

乙Jc1'.II六日」 「月待供蓑塔」

地蔵尊 1。

口． 「胄面金剛像 •~~n~
顧主 （略）＇」

7 江戸時代

8 「加茂郷土誌 (9)」

10 口は庚申塔唯一の像塔で笠塔

婆形である。
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84 草生津の石塔群A

2 石塔

3 中大谷字草生津381 —寅

4 山麓台地。水田、旧道脇．

6 「光明真言塔」「光明真言塔」

「寒念佛願主（略） J 「紺寒

念佛供養塔 計出品

「庚申塔 iぷ？品1¥6

「庚申塔」「青面金閉塔」

その他石灯寵残欠．

7 江戸時代～昭和5年

85 草生津の石塔群B

2 石塔

3 中大谷字平生沫381-1

~ 84に同じ

6 「~寒念佛塔 ~:~If•· 
r忌庚rt1塔 111a,ooo 」

7 ii戸時代（明和年間）

10 写打下
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86 あきどらりの地蔵尊

2 石仏

3 長谷字

4 扇状地．旧街道脇、宅地．

6 地蔵尊坐像（台座とも総高

2. 35m) 「文政元 Ill冑天 建

立願主長谷山慈眼寺現住

法印良息八月吉祥日」 「右

ハ加茂ちか道 □□口至J

「左ハ~=道 J

7 江戸時代（文政元年）

10 堂宇内に安置
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87 出土の地蔵葬

2 石仏、石塔

3 下大谷字出土956

4 集落内三叉路

6 地蔵芍坐像2、笠塔婆形供蓑

塔「さ牙"t-a瓦fl'f」

7 江戸時代

10 石塔の側面等不明

観世音菩薩ご真言
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88 金箪様

2 石栢l

3 下大谷字店野949-1

4 山裾。追路脇。

6 小型の石f"!.板石を合せたも

の．

10 地元では道祖神t.!という。位

習図は前ページ参照．

89 鳥越の不動諄

2 石仏

3 上大谷字鳥越1 79—乙

4 山裾の岩屋

6 不動尊3 (凝灰岩）

8 部落及び長沢政範氏の管理

10 人工の岩屋内に安就
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90 烏越の地蔵

2 石仏

3 上大谷字烏越332-1

4 集落中央の道路脇

6 地蔵尊立像1(頭部欠損）

(65)X59a,, 

7 江戸時代～

10 昭和59年頃前面の河川改修工

事の際出土したもの．地元で

は道祖神様と呼んでいる。位

置図は前ページ参照．

91 十二様

2 石r.J
3 上大谷字鳥越7-:Il

4 山競、 10X15mの人工でつく

りだした台地。

6 1'i~-) 1、湯殿山塔（欠損） 1 

10 石柱lには十二様（山の神）を

祀る。部落及び長沢政範氏の

管理．位；汗屈は前ページ参照．
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92 田中の地蔵葬

2 石仏

3 上大谷字中道395

4 村外れの県道脇。地蔵堂宇内．

6 地蔵菩薩坐像。台座とも96X

27cm 

7 近現代？

-84-

93 諏訪神社の石造物

2 石塔

3 中大谷字蚊口太244

4 丘陵。諏訪神社境内．

6 記念碑2、 「至誠会創立二十

JM年記念」

7 明治時代



94 上大谷の石塔群

2 石塔

3 上大谷字鳥越270

4 集落内の道脇．

6 寒念仏塔6、庚申塔3、光明

真言塔 1、湯殿山塔 1、石仏

その他．
會

「庚申供衰塔天明八年」「寒

倉供養塔」 「庚fll塔」 「北寒

念佛元治元年」 「地蔵J像

「4寒念佛天明年」「不明」

塔 「光明真言〇口百一十万

辺」「寒念佛塔」「湯殷山大

神」 「不明」塔 「庚申塔医l
明年」「寒念佛」 その他石

i-12 

7 江戸時代 （天明年間）

10 地元ではこの地を灰申様と呼

ぶ．
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95 金乎の石仏

2 石仏

3 上高柳字金平1011-1

4 水田内の旧哀地 (2ヶ所）

6 地蔵菩薩4

7 近代？

10 10X 5m程の墓地域に石仏や

古い石塔が散在する。

96 湯殿山碑

2 石塔

3 上高柳字坂上、坂下676

4 山頂．旧街道脇。

6 「尋湯殿山 ロロロ」 70X45aa 

10 宮寄上より上高柳へ越える峠

の頂上に位覆する．

・-86-



97 明毛の庚申塔

2 石塔

3 上高柳字明毛692

4 山耗．旧道脇．

98 御＂り消水の石祠

2 石t司
3 下高柳字山王原67

4 山純台地。山林．

6 石柑l

6 「｝ 忌庚申塔荘t只9□J 

107x58.5x32cm 

7 江戸時代（文化10年頃）

10 文化12、 13年と推定される 。

-87-



99 日吉神社の石塔群

2 石塔

3 下高柳字山王原54

4 神社境内

6 「大穴牟遅神 i:t:況」 （刷

主略） 103X 65 「寒念佛供

浪塔計岱:a」70X31 「光

明塔」 36X16.5 「寒倉塔

睾杞品」 68X45 「金神」

46X 32 「山の神」 62X43

「寒念佛供蓑塔 ぶ梵を腔 」

103X61 「庚巾塔＂芍閤 」

113X 104 「忌青面 （土中） .I 

(47)X44 (単位Cl)

その他不明塔3基、 石やJ1 

7 江戸時代～明治時代（文化6

年～明治4年）

9 「加戌郷土誌 (9)」

-ffi-



100 牛転坂の石塔群

2 石塔

3 下高柳字山王原38-1

4 山麗。山林．

6 「四生供養塔:,如:a」62.5

X 42 「光明真眉に」 56x50 

「庚申塔 ?~t二が J 55 X 48 

1庚rfl塔 :H;;!u」Mx60

u,.(_jJ.cn) 

7 江戸時代（宜政11年～）

8 I加茂腐土誌 (9)」

10 それぞれ当地へ寄せ集められ

たもので、かつては橋のたも

と、牛転坂の頂上、岩清水場

等にあった．

-89-



101 太古原の石塔群

2 イ：i塔

3 宮紆.l字三場41

4 国道脇

G I !M暉~;搭 J44X26. !J「乳：

寒介（！頃固：：店出」 98Xj,t 

「祢寒介供投塔 "::i:m.-賃 」

H3x 36 「釦灰rtt塔ii出比 ，

78x !i 7 「品観音塔 砕f佑」

61 X 40 「寒念佛塔 z:お；
願士（略）」 82 ;.< 42「砒観

念佛供表o ~l! :~; 地

主 （略） 130X 52 (単位cm)

7 il戸時代～現代（万延元年～

昭和3年）

10 昭和6'1年田道改良工事のた

め移転した．

-90-



102 乃木神社の祠

6 大岩石の一・部分を扶ってやlに

2 石例 したもの (190X140cm、利

3 下土倉字灰場197 24cm) 

4 山純、厄根の先端。山林。 7 近代のものか？

103 寺屋敷の石塔群

2 石塔、石仏

3 長谷

4 宅地。ふ化場。寺院址。

6 「姦庚巾塔胄9囀 n 」「姦肖

而金剛」 その他地蔵菩薩6

7 江戸時代～

10 祀列中の中央のものは台座の

みが残る．

-91-



104 沢通の石塔群

2 石塔

3 下黒水字沢通986-1

4 迫路脇。山林。

6 「寒念佛塔計月!:隼」「寒

危供浪塔」 「光明塔」 「三界

総盆塔 M茫 」 「胃青面

金刷尊歴lBBB 」

7 江戸時代(~保年問～）

105 嶽山寺の石造物

2 板碑、石塔

3 宮寄上字長瀬1553

4 嶽山寺境内地

6 「 さヨ(!((~沢」 （大日如来

真言 ）姦さ 120ai, 「症二十

三疼塔」 宝区印塔2(天保

3年銘） 五輪塔残欠 地蔵

菩薩

7 江戸時代

10 宝鮫印塔の内 1基は記銘のも

のより古式のものである。位

置図は次ページ参照。
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106 恒山寺の庚申塔（石塔群）

2 石塔

3 宮寄上字長瀬1169-2

4 県遵脇。境内地．

6 笠塔婆形供蓑塔（不明） 「ゑ

光明真言供養塔{~注=・:」

r ~ 青面金剛塔」 「祢寒念佛

供養塔」 「寒念佛供蓑塔」

虞念佛供浪塔::::品 」

f口祖大 ・．．」

7 江戸時代～現代（文政元年～

昭和4年｝

10 笠塔婆形供養塔は碑面摩耗の

ため文字不明。その他の塔は

碩石塔である 。

-93-



107 派興寺の石塔群

2 石塔、石仏

3 下裔柳才：符淵632

4 仔典寺境内地

6 「沿股tiI J f忌庚巾塔

:r~~gr .i 「光明真言供蓑

培 '.(~lg!; 」 「ロロ@H虹を

R社如 」 地蔵菩藉坐像 1

7 江戸時代（宝府9年～）

9 「加茂郷上誌 (9)」

108 西山の庚申塔

2 石塔

3 西山字宮ノ前651-5

4 国道脇

6 「t庚申塔賓百げ」 「念佛之

師□小野甚＂泊ゴ… 」 「寒

倉大権現双；＾“惰JI:"日●

｀寒倉供養塔 ： ::: 社 」

7 江戸時代～昭和（安政5年～

昭和5年）

10 困道改良工事により現在地に

移転したもの．

-94-



109 賢聖寺門前の石塔群

2 石塔

3 黒水字丸山679-1

4 集落内の迫路脇

6 「光明塔」 「光明塔」 「D女

人供1i□」 「寒介供競塔 」

「砒寒倉供養塔 l!li!I曾 三隼ー11--11 」

「寒念佛抒；；t隼」 石仏 1

7 江戸時代～明治時代

11(} 賢聖寺の石造物

2 石塔、石仏

3 黒水字丸山686

4 1P~ 井境内地

6 f庚11-J塔 J I宙卯艮ff塔

＂六●賣• I 地蔵菩藉 2

7 ff戸時代～

10 地蔵は現代のものか？

・-95-



111 谷泉寺の石塔群

2 石塔

3 下土倉字中田778

4 谷泉寺境内地

6 石塔7基（内容不明だが文化

年間のもの 1甚あり） その

ほか地蔵菩薩

7 江戸時代

10 境内4ヶ所に点在する。

- ¥))-



112 粟ヶ岳神社の石塔残欠

2 石塔、石社l

3 宮寄上字長瀬1089

4 宅地

6 石塔笠6、石やI(金毘羅大権

現）

7 江戸時代～

8 柑田栄二氏所有、管理．

10 粟ヶ岳山頂より移転した社と

いわれている．

-97-



113 日限地蔵尊

2 石仏

3 宮寄上字小乙581-1、511-9

4 集落内三叉路脇

6 地蔵菩薩坐像 1、堂宇内に安

置．対岸路肩に地蔵菩薩立像

1、小規模ながら塚状を呈し

ている。

7 江戸時代～

10 日を限ってお参りをすると立

顧成就すると伝えられる。

-00-



114 七聖の石塔群

2 石塔、石仏

3 下高柳字七聖772-1

4 県道脇。路肩。

6 「奉納大乗口直（欠損）」

「庚申塔百P:」地蔵菩薩立

像1

7 江戸時代（寛政年間～）

8 「加茂郷土誌 (9)」

115 丸山の庚申塔

2 石碑

3 黒水字丸山

4 河岸段丘上。明治初期までの

旧道脇。

6 自然石「青面金剛;.:,.:-:

顧主敬白 」
．． 土境の上に建立。

7 江戸時代（明和元年）

10 位置図は次ベージ参照。

116 茂野家の山の神社l

2 石問

3 焦水字岩野439

4 薬師山南西の山統台地端部．

6 凝灰岩製の石利（必さ80Clll)

「亨和三 曼員 ・年二月十二日

即ヤ．茂野f男内」 (t祁銘）

7 江戸時代（享和三年）

現況は山林だがかつては畑地 10 数年前まで魯製石斧が氾られ

だった r ていたという 。位図同は次ペ

ージ参照。
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117 トリアゲ地蔵

2 石仏

3 下大谷字出戸（通祢トリアゲ）

4 加茂川左岸、岸壁の岩崖。旧

道脇。

6 地蔵菩薩坐低「顧主下大谷村

坂上久三良口料妙全西潟

市十良 □時毎滋永元年

戊・九月日」 （台座銘）

7 江戸時代（嘉永元年）

10 IEI道はこの辺りで加茂川を渡

渉した。

11 S 丸山の塚

2 塚、 {j仏

3 焦水字丸山974-ll'

4 河if'段 Ii、山陵端部。七谷忠

魂碑遺跡の背後、明治初年以

°!FiのIll迎添い。

5 I~~ 径 !im、森さ 1.4mのPl形
プランで、一部分に森を見る。

6 塚上に石造地蔵菩藷建立。

7 江戸時代～

10 写真 ド

-JOO-



119 ナメ坂のJ象

2 伍塔群

3 下高柳字ナメ坂口833

4 JJII茂）11左岸、山親台地。山林。

6 宝被印塔残欠、相輪7、笠部

2 他

7 中世

9 r JJU茂郷土誌(10)」

10 昭和57年項土取りにより塚の

覆土が湮滅した。

-!OJ-



120 中大谷の石祠

2

3

4
 6

1
 10 

石切

中大谷

集落内の道路脇

石切、相輪歿欠2

中世～江戸

地元ではキンカ様と呼んでい

る．
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121 In街追、花YI.峠

2 火跡

3 西山字谷地Illはか

4 「い根、 山~.

り 地形によって様々だが、上船

10m 、底糾 ~mの山中の追難

が 400m程続く．山頂は化、'r.

峠、松．イタヤの人木があり

杜として祀•Jiの地であった．

10 各所にのこるllllJi遵以前の占

い道祁らしい．

-103-



122 十二神社の石塔群

2 石塔

3 上土倉十二神社入口
ヽ

4 十二神社境内地

6 「寒念佛供養塔 梵炉; J 

「庚申塔

7 江戸時代

天饂＂隼
二J1日

123 岳の追祖神

2 T:if象

3 宮寄上字岩野

6 双体道祖神。舟形後1tを有す

る平肉彫像 59X41cm 

9 「ふるさと歴史散歩」

10 地元ではキンカ様の愛称で呼

ばれている。
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124 旧宝生院の石塔

2 石塔

3 宮寄上字,1ヽ乙

A 宅地

6 「南撫□天保三年ー・Jl吉日 」

「光明真言□J

7 江戸時代（天保三年）

10 宝生院は寺院址らしい．

12,1 宝生院址

2 、開浣址

3 宮寄上字小乙（諏訪神社前）

10 No 7 5の宝医印塔もこの関連

か？ 位罹国は 124参照．

126 本都寺の石塔群

2 石塔

3 上高柳

4 寺院境内地

6 「本納大乗妙典供養塔”琵

;iiiぢ；頑 」 「馬頭観音」

＇光IIJI真言供蓑塔 i.nw日 」

「存而金剛塔」 「甘面金開塔

ロ）1十二町「無緑供養塔」 「庚

申塔 ，¥Jl:ktf日 」

7 江戸時代（文政11年）

-105-



12 7 二左柑i門山墓址群

未確認だが通称二左衛門山（ニー

ゼン山） 一滞に、中世末期の石塔

が散在しているのを古くから地元

民によって発見されている 。中世

菜址群と思う．

128 上道の石塔群

宮針上字罪野地1J..1Ill袋地に供養塔

4駐あり 。積宮のため内容未確認．
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129 朴坂の庚申塔

上土倉から中大谷へ通じる林迎に

庚申塔 1基 (71x45x25an)との

報告あり。加茂郷土誌(2)参照．

130 六部塚

巾大谷諏訪神社付近に六部塚と呼

ばれる塚あり。六部が生き埋めに

なったと言い伝えられる。

131 その他の逍物

須恵器系中世陶器砥 1(中世陶質

七器） 出土地は下裔柳の苦典寺

付近というが、地点は不明である。

現在加茂・,fj民俗資料館所蔵。 14世

紀．
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IV 小 結

(I)はじめに

木栂査は表題のごとく、国営加茂東部地区総合農地開発事業に伴う予定地域周辺において

の新遺粉の発見を主目的とし、併せて既存の遺務台帳の補訂を試みたものである．昭和54年

度新潟県教行委員会がまとめた新泊県辺淋地図によれば、市内の遺淋数は38箇所が数えられ

ている．この内当開発予定地域内に所在するものは50%に当たる19遺跡があり、このことは

加茂川の上流地帯であり且つ笠かな丘陵、山岳地帯という地の利の所以と考えられていた。

しかるに当分布調査の結果、その数侑は第 1表のごとく、そのお数は近世石造物を加え 129

箇所にのばる。

l.i代・種別 先土お 縄文 弥 古代 中世 逗 塚 生歴 石迫物（中世） 石道物（近世） その他 計

既“ 加全

゜
13 

゜
~ 2 8 9 2 

゜ ゜
38 

の
遺践 うち七谷池区

゜
10 

゜゚
2 4 5 2 

゜
0 ※ 23 

当磁により羅認 1 27 

゜゚
6 1~ 8 5 11 (23) ~2 (181) 1 129 

lttl①石迫物の（）内の数字お蔚籾汲直 ②※23箇所のうち開知包曲勺は1躙所 〇這精 •石辺物mこ虞複するいのあり

第 1表遺勝比較表

以下それぞれの時代あるいは種別についての概略を記してまとめに換えたい。

(2)先史時代の遺跡

唯一の旧石器の出土を見た山王原遺跡は、加茂川流域における最古の遺跡である．採集遺

物が一点であることから、この加茂川右岸の台地がいますぐ旧石器（先土器）時代の遺跡と

きめつけることはできないが、少なくとも当時の人々がこの地に活躍したことには違いない．

今後のより密度ある踏査や確認調査を期待したいところである．縄文時代の遺跡は加茂川の

河岸段丘である岩野台地をは じめ広田、三場、岩野原の台地上に集中して位置し、その他山

飩や扇状台地に点在している．これまで発掘調査の行われた遺跡は七谷忠魂碑遺路のみで、

その他立会い調査が行われた水源池遺跡がある。前者は祭祀遺跡という特異性のためか土器

の採集は非常に少なく、多くを語れない。過去の記録をもかりて言えば、これらのうち縄文

前期の土器を見るものは下土介遺跡が唯一で、水源池遺勝をはじめ岩野原A、牛ヶ沢遺跡等

々中期のものが多い。これらも概ね中期前半に位置づけられよう ．縄文後期の遺紛は中期の

遺跡と重複するものと、単独のものとがあるが、大方が後期初頸の土器を見るにすぎない．

そのうち岩野原c遺路が後期から晩期の土器を含んでいた．なお三場A刈干場遺跡採集の森

石斧は往々に して縄文時代早期の所産に見られるものであるが、ここではなおも今後の課題

としたい．

弥生時代の遺路は発見することが出来なかったし、また市内平野部においても同様である
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(3)歴史時代の遺跡

加茂市内における古墳時代の遺跡として平野部における千刈、石川遺跡がありその一部の

土器（土師器）は市の文化財に指定されている 0 また近年下条地区における福島古頃群の発

見も加茂の古代史にとって画期的な進展要素となろうが、当調査地域におけるこの時代の還

蹄、遺物共発見されなかった。さらに古代即ち奈良、平安時代に比定される遺跡及び遺物も

同様であった。

塚や城館址を除いて中世の遺跡は8箇所を数えたが、これらは寺院址と逍物の単独出土地

が主体である。寺院址のうち賢聖寺路は山頂に近い俗世から掛離れた位撹にあり、また出土

した一括資料としての密教法具 （鋲壇具）の中には平安時代を偲ばせるものも認められ、第

ー級の：兵科といえよ う。さらに遺務としてその地点を確認出米なかったものの、加茂市民俗

資料館蔵の中世須恵器甕も高柳地区の中世を語る貸頂な遺品である。

(4)塚

これまで七聖の塚5碁が報告されていたが、当調査においてはこれらの所在地の修正を合

わせて行い、 17基の発見となった．塚の時代推定は不可能であるが、遺構の大きさ・形態及

びその立地等によって大まかな推測は出来よう．また塚頂に建立された石造物等は必ずしも

塚の造営当初のものとは推定出来ないまでも、その石造物の建立時代を降ることはあり得な

い。塚の立地は台地端部や尾根の陵線上にあるもの、古い街道沿いのもの、集落内または田

畑周辺にあるもの等に分類される。これらの立地と形態等から比較的古い時代の経塚をはじ

め、あるものは古墳、墳墓等の性格をもつものもあろう。塚にはこれらのほか里程塚等があ

るが、塚の多くが“祭祀にかかわるもの＂であること以外にその性格を把握することが難し

いのが現状である。

(5〉城館址

やや問題の提起にすぎないものもあるが14箇所の数にのぼった。この他口碑では“下屋敷

館址＂や “下殿屋敷＂等がある。城址はすべて山城であり周知の薬師 山城址以外はすぺて踏

在した。これまで県内における山城は累々たる遺楕を遺すもののみが取り上げられて来たが、

ここでは西ヶ峯城址をはじめ同砦址等、ごく単純な遺楕のものも当然山城の一角に加えねば

ならないものであるし、出戸塁柵、木戸口塁柵、西ヶ峯塁柵等は戦闘的なものよりいわゆる

“むらようがい”的要素が考えられるものであり、この部類とした。この村要害に関しては

さらに今後の課題としたい。陣場跡は現在のところ伝承の範蹂を脱し得ないが、位置的にみ

ても何らかの形で実際に使われた場所であると思われる。

(6)中世の石造物

市内における中世石造物は、これまで西光寺裏山の墓地にある中世末期の一連の遺物を見

るに過ぎなかったが、当調査でわずかながら発見することが出来た。それらは石仏、板碑、

宝眩印塔残欠品であるが、時代的に二分することが出来る。下高柳曹洞宗普典寺の石仏はこ

の地方に唯一のものであり、その時期も一応14世紀後半（南北朝）としたが、もちろん14世

-109-



紀前半の可能性もある．またこの石仏は形懇上全国的に見られるものではあるが、その石材．

手法等から後世における搬入品であることも考えられよう ．同寺の板碑、上の田板碑Aの2

碁は同じく 14世紀後半のものとしたが、比較出来る県内資料が乏しいために一般論であり、

地域的特色を把握出来る時点になれば、おそらく鎌倉期まで遡り得る可能性も出てくるもの

である．その他の板碑に関しても 2期に分離することができ、碑面に彫り込みのあるものは

室町中期が考えられ、その他のものは一応室町前期以前のものと推定されよう ．宝簑印塔も

同様であり、その形態から 3分され、広田の塚頂にある古式のものは14世紀後半、同所に点

在するものはやや時期を下げ、さらに小乙の塔を始めとする大方のものは室町中期から江戸

時代初頭の所産と考えられるものであろう。

(7)近世の石塔、石仏

近世の石造物に関してごく特異なものの他は新潟県教育委員会の遺路調査対象となってい

ないようである．ここでは遺跡というよりも路傍の文化財ということで、これらも対象とし

た．しかしながら明らかに墓標と考えられるものはこれを除外した．これらに関しては寺院

境内や個人の管理に帰するものの把握が難しく、網羅出来たとは考えていないが、 一応49箇

所 178基を記錢した．内容的には庚申塔、寒念仏塔、光明真言塔の石塔と石仏として地蔵、

観音、不動、道祖神、及び石円等である．石塔は文字塔が主体で、唯一の青面金剛像が岩野

原に所在した．また宮寄上の双体道祖神も貴璽な存在といえよう。いまこれら近世の石塔群

に見られる最古の紀年銘は沢通りの“三界萬霊塔＂の享保年間のものであり、新しいもので

は近世塔に併立した昭和5年の同一人の祈願による塔が4箇所に見られた。いずれにせよこ

の地域における民間信仰の盛大さが目の辺りに出来よう．

(8)その他

時代区分として不明ながらも中世とした遺路の中に石五郎屋敷遺跡、御所平遺跡等の製鉄

還跡4箇所がある．越後における製鉄遺跡はしばしば奈良、平安時代の窯業遺跡と重複して

発見されることがあるが、中世末期における戦国時代のものもより密度の高い状懇であらね

ばならない．製鉄関連遺路としては、 1次的産業である製鉄、 2次的な精錬、 3次的な加工

業がある．既存の遺跡であるなかん沢製鉄遺路は3次的と考えられ、その中でも鋳物場跡と

の報告がある．他の遺路に関しては時代もさることながら、考古学的発掘調査や化・科学的

調査を期さねば云々出来ないところである．

生産遺跡としては他に小乙鉱山址がある．江戸時代中期の開鉱であり佐渡金山における金

の精錬用として重要な役割を果たした遺跡である．

史跡として取扱ったものに旧街道がある．本書に記戟したものはこの1点であるが実はこ

の地域に幾筋かの旧街道が知られている．西の下田村からいくつもの峠越えをして北方の村

松方面へ抜けるルートである．これらは磁を切り通し、山腹を扶って開発した大工事の痰を

累々と残している．あるものは松坂街道、あるものは殿様街道と呼び伝えられてきたもので、

せめてこれらを記録にとどめわばなるまい．
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(9)おわりに

当開発事業は、旧畑の土地改良面積 329ha、山地における農地開発面積 715haに及び標高

差150111である。私達の調査は 2ヶ年に及ぶものとはいえ 日程的にはごく限られた時間であ り、

この結果をもってすぺてとはいえないことを率直に認めるものである。特に11」地における遺

跡の発見は今後の開発事業と相対して行われることであろうし、水田地下におけるものも同

様のことであろう。いま例言にも記した如く、開発区域の法線を現地において把握しかねる

ことからより広い範囲を踏査の対象としたつもりだ。また開発予定地域外の未踏範囲も広大

である。

第 2表は遺跡と開発区域との関係をO Xで示 した．これをもって報告とするが、遺跡確認

調査の結果を期すものである。
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数字は遺跡番号

七谷の名は地賃学上における七谷層として世界的に知られている名称であり 、部外者であ

る私達にとっても古くからなじみの多い地名であった。そしてこの地域が歴史的にも天然の

環境からもかくも恵まれた豊かな地であり、 計らずも私達にこの地域の調査という栄営が与

えられたことをこの上なき喜びとするものである。当調査に当たり調査員、補助員をは じめ

事務局と地元の多くの皆様方にお礼申し上げるものである。また、特にこれまで自力で山城

を含むあらゆる遺物・遺跡の調査を行ってこられた波塚十一氏の業績を記して称えるもので

ある．
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